
Vol. 9　No. 104 知財ぷりずむ　2011年５月― 168 ―

DCの桜祭り
　春になると、ワシントンDCのところどこ
ろ、そしてバージニア州、メリーランド州の
あちらこちらで、桜が快活に咲きます。今年
は通常より早めの３月終わりに満開になりま
した。
　この時期には、道路を歩きながら、突然現
れたせっかちな妖精みたいに魅力に富む桜の
木を突然発見するのは困難ではありません。
ワシントンDCの短い春の儚さの中で、白い
光の大きな塊のようになった桜は、さりげな
く支配権を振るっているのです。
　ワシントンDC地域で桜が一番多いのはジ
ェファーソン記念館のあるタイダルベースン
（潮泊渠）の周りになります。そこの桜は、
1912年に当時の東京市長がワシントンDCに
贈呈したものです。
　それを記念するために毎年、桜祭りが行わ
れます。今年の開催日（４月９日）には、嵐
のような強い雨によって花弁の多くが既に大
地に散らされ、葉桜になりかけている桜しか
ありませんでした。それでも、今年は桜らし
からぬ頑固な花弁が雨の滴によく耐えて、ワ
シントンに住む者は、淡い桃色がかった白色
の素朴さを比較的長く楽しめました。
　祭り自体はジェファーソン記念館からもう

少し北にあるホワイト・ハウスの隣りのペン
シルベニア通りで開催されました。私は、嵐
に青春を奪われた桜の木々を見過ごして、沸
き上がるように人で混雑する桜祭りに参加し
ました。桜祭りは11時から18時まで行われ、
私はちょうど空腹を感じる12時過ぎに到着し
ました。
　雨が少し心配されましたが結局降らず、涼
しい曇り空の下、会場となった道路は歩き難
いくらい大勢の人であふれ、まるで来客みん
なが一つの巨大な生命体になって大きく息を
吸いこみ、膨張・収縮を繰り返しているよう
でした。
　その生命体の両側に多数の日本関連の屋台
が並んでいました。多くは、日本食か日本関
連のグッズを売る店でした。また、いくつか
ステージが作られ、そこで日本関連のパフォ
ーマンスが繰り広げられていました。今年特
有の現象として、東日本大震災の被災者を援
助するために寄付を募る人たちも多くいまし
た。
　祭り会場は、今年初めて完全にフェンスで
囲まれた形式となりました。また、今年初め
て入場料（一人５ドル）をとるようになりま
した。以前から来客が多すぎる傾向にあった
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ため、有料化によって人数制限をかけること
にしたそうです。初めて入場料をとるという
ことで主催者側は来客数に不安を持っていた
ようですが、それは杞憂に終わったようで
す。
　実は、今年の桜祭りは直前になって開催が
危ぶまれたのです。震災とか不況とかが原因
ではありません。アメリカ人として恥ずかし
いですが、2011会計年度の予算案をまとめる
協議がうまく行かず、ちょうど祭り前日の真
夜中までに共和党と民主党が協力してまとめ
ない場合、連邦政府の機能が停止してしまい
ます。そうなると、桜祭り用の許可証が無効
になり、桜祭りとしてペンシルベニア通りを
利用できなくなって桜祭りはすべて中止とな
ってしまうのです。
　しかし、幸いなことに、予算案は完全には
まとめられなかったのではありますが、最終
期限直前に一時的な合意が成立し、ペンシル
ベニア通りを桜祭りが利用できたのでした。
“間一髪”といったところでした。
　ケチな争いを続けた連邦政府による邪魔か
ら逃れた桜祭りは、その後は順調にいったよ
うです。
　ステージでは、日本から来たSpirit+Noise
のバンドやAUNの太鼓兄弟、ニューヨーク
から来たReni MimuraさんのJ-Popとアニメ
キャラを使ったダンスグループなどが登場し
ました。別のステージでは、居合道の型を演

じる皆さんが、武道の静寂の力を観客に教え
ていました。
　和食の屋台に設けられた長いテーブルで、
旨そうな牛丼とタイ焼きを食べている一群の
若者に目を惹かれました。彼らは、明らかに
日本のアニメファンであり、奇抜なコスチュ
ームを身にまとっていました。日本に興味を
持つアメリカ人の多くは、アニメ・マニアの
ようです。
　人混みに吸引されるように歩いていくと、
ビアガーデンに辿りつきました。そこで数人
の知人に会い、しばらくを、志賀直哉の小説
に描写されているような、のんびりとした放
蕩の時間として過ごしました。スポンサーの
キリンとハクツルが生ビールと日本酒を売っ
ていました。知り合いの一人が羽織・袴姿で
現れ、周囲から「龍馬ですか？」と何回もふ
ざけた調子で訊かれていました。確かに、彼
は福山雅治に似ているところがあったかもし
れません。
　私は結局、祭りが終わるまで会場にいまし
た。甚だしい人数のざわめきに身をまかせな
がら、いつの間にか時が過ぎていく、そんな
滑らかな一日でした。会場で行われていた寄
付による災害救援活動ももちろんですが、桜
祭りの温もりや愉快さが日本に届いて共鳴す
るように願っています。
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